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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんばん
は。本日は新入会員
歓迎例会として４月
の夜間例会でありま
す。私が担いをいた
だいた７月から本日
まで、実に 10名の

新入会員の皆さんにご入会をしていただきました。本
当にご決断をしてくださいました皆さまには感謝申し
上げますとともに、その皆さんをご勧誘いただいた、
お誘いいただいた皆さまにも、この釧路ロータリーク
ラブの良さを伝えていただいて本当に感謝の思いでお
ります。
　私は新入会員の勧誘については、皆さんと同じくす
ごく大事だと思っておりまして、組織に人が増えれば、
組織力がどんどん強固になってまいります。また、単
純に仲間が増えることは、皆さまのお知り合いになら
れた方の人生の幅が広がって行くことになります。こ
の小さな街・釧路の中でこのロータリークラブをとお
してどんどん輪が広がって行けば、いつかどこかで、
地域のために大きな花が開くものと大真面目に思って
いる一人であります。
必然的にこのロータリークラブで出会った仲間ですか
ら、せっかくの出会いをしっかり大切にして行きなが
ら、お仕事に精を出し、地域のためにも精を出すこと

につなげていただければと思っております。
　今日は、せっかくのお酒を伴う席ですから、皆さん
はお知り合いで顔は分かっていると思うのですけれ
ど、より深いところで心のつながりを持っていただけ
ればと思っております。
　本日も、友情が深まる素敵な時間にしていただけれ
ばと、皆さまにお願いを申し上げまして私のご挨拶と
させていただきます。本日一日、よろしくお願い申し
上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　鶴見ガバナー事務所より台湾東部地震の支援金のお
願いが来ております。こちらを歓談中に私のほうで皆
さまを回らせていただきたいと思いますので、支援金
をよろしくお願いいたします。以上です。

お話　　大 道　光肇会員
　こんばんは。先月、
座禅例会として私の
お寺の定光寺で、会
員の皆さまにお越し
いただきまして正式
な座禅堂において座
禅をしていただきま

した。

　多分、足が痛くて辛かったのではないかと思います
けれども、これもひとつの経験でございます。一生懸
命に壁に向かって座っていただきましてありがとうご
ざいました。
　実は、昨年の 12月 10日に『世界禅チャレンジ』
という活動がありました。定光寺から始まって、北海
道から九州まで７カ寺のお寺で巡回して本山と結ん
で、座禅をユーチューブで配信をさせていただきまし
た。その集大成が、５月 12日日曜日、午後１時から
定光寺で行われます。これは、日本の７カ寺だけでは
なくて、 ハワイ・アメリカ・パラグアイ・ヨーロッパ
とそれぞれのお寺で、本山とユーチューブで結ばれて
同時座禅が世界禅チャレンジの集大成でございます。
また座禅をしたい方はぜひお越しいただいて、いろい
ろな座禅についてのお話がありま
す。偉いお坊さんもお話されると思います。また、脳
神経外科の学者の方もゲストでお話されるという有意
義な企画ですから、ひとりでも多く定光寺いらして下
さい。無料でございます。お土産はあるか分かりませ
んけど、ご案内させていただきます。よろしくお願い
いたします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　こんばんは、親睦
活動委員会委員長の
濱口です。今日は大
勢の会員の皆さまに
ご参加いただきまし
て誠にありがとうご
ざいます。

　それでは、本日のプログラム・新入会員歓迎例会を
開催させていただきます。本例会ですけれども、5名
の新入会員の方にご参加をいただいております。まだ、
顔と名前が一致されていない方もいらっしゃると思い
ますが、本例会をとおして積極的に新入会員の皆さま
にお声掛けいただければ幸いと思います。テーブルに
各１名の新入会員の方にお座りをいただいております
のでコミュニケーションをとっていただければ幸いと
思います。
　早速ですが、開会のご挨拶をいただきたいと思いま
す。開会のご挨拶をクラブ研修委員会・滝越康雄君よ
り賜りたいと思います。
滝越君、よろしくお願いいたします。

開会のご挨拶　クラブ研修委員会・滝越康雄君
　こんばんは。今回の新入会員歓迎会は研修委員会と
親睦活動委員会のジョイントの例会です。

本来であれば研修委
員長の挨拶となりま
すが、本日は舟木研
修委員長がパスポー
トを胸に少し遠い所
に行きました。時差
が 12時間もある所
に行っておりますので、夕べも文句を言いたいので携
帯を鳴らしたのですが全然出ません。また、杉村パス
ト会長、杉村委員も多忙ということで情報集会の打合
せだけを行って終わりました。結果をみると、何も知
らない私が今日の立場でご挨拶させていただきます。
　今年は、元旦から激しいニュースばかりで暗い雰囲
気でおりましたが、４月１日からガラリと変わりまし
た。まずは、皇室の愛子さんの就職とテレビを見てい
たら笑点の新入りの方、特に皇室の愛子さんにおいて
は心に癒しをもたらしてくれています。私はスマホが
好きですけれども、愛子さんと大谷ばかりを見ていま
す。明るい傾向でいいことだと思っています。
　ロータリークラブは５名の新入会員の方が入ってお
られますけれども、とてもフレッシュな新しい空気を
持ち込んでくださって、逆に、古いメンバーが新入会
員からオーラをもらう気持ちで一緒に手伝ってやって
行きたいと思います。
親睦と奉仕がロータリーのテーマですけれども、奉仕
は奉仕の事業としてありますけれど、親睦として私は
コツがあるような気がしています。こういう場で知っ
ている人はいいけれども、心から話せる人はそんなに
すぐできるとは思わないので、誰か一人をお互いに隣
り合わせの人を見つけていただいて、続けてご出席い
ただければと思います。
　そういうことで、今日の新入会員歓迎会を楽しんで
いきたいと思います。
　
乾杯のご発声　吉田　秀俊パスト会長
　皆さん、こんばん
は。こういう場を与
えていただきまして
ありがとうございま
す。
　今日の例会では、
新入会員でまだ入っ
て間もない方もいれば、既に馴染まれていてロータ
リーライフをエンジョイされている方もいると思いま
すけれど、改めて、今回のご入会を心から歓迎申し上
げます。
　皆さんは入会時に、「歴史と伝統のある釧路ロータ
リークラブに入会させていただきました。ありがとう
ございます」という言葉をスポンサーや研修委員から
レクチャ―されたと思いますけれど、私たちにとりま

しては新しいメンバーが入るたびに、「ようこそ釧路
クラブに入っていただきました」という感謝の気持ち
を抱いております。
　皆さんご承知のように、釧路クラブは創立以来 87
年という長い歴史を有しております。ローターアクト
クラブとか衛星クラブの会員を除きますと、2500 地
区内では最高の会員数を誇っております。加えまして、
当クラブから過去に４名のガバナーを輩出しています
ので、2500 地区におきましてはリーダー的な存在の
クラブです。
　釧路クラブは 87年という長い歴史の中で、先般、
亡くなられた清水パストガバナー、泉パスト会長、川
合パスト会長などの先輩を含め多くの先輩が築き上げ
てきた伝統と歴史でございます。それがいま、引き継
がれています。これから迎える 90周年、100 周年は
皆さんとともにこれからの釧路クラブの歴史を刻んで
行かなければならないと思っています。
　このようなことを胸のどこかに置きまして、釧路ク
ラブがより良いクラブになりますように皆さまと一緒
に作り上げて行きたいと思います。
　今日の例会は、クラブ研修委員会と親睦活動委員会
が共催でいろいろなアトラクションを考えておりま
す。短い時間ではありますけれど、今日のひと時を楽
しんでいただければと思います。
　最後になりましたけれど、釧路クラブの益々の繁栄
と皆さまのご活躍を祈念して、改めて乾杯をさせてい
ただきますのでよろしくお願いいたします。
　今日は思いっきり楽しんでください。
　「乾杯」
　ありがとうございました。

自己ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　それでは、本日ご出席いただいております５名の新
入会員のお一人お一人から自己ＰＲを含めた自己紹介
をお願いいたします。お名前をお呼びしますのでス
テージにご登壇をお願いいたします。なお、お一人３
分を限度にお話しいただければと思います。
それではお一人目、残間巌君、お願いします。

新入会員　残間　　巌君
　皆さん、こんばん
は。２月に入会させ
ていただきました残
間と申します。よろ
しくお願いいたしま
す。
　仕事は、釧路町で
残間金属工業という会社をやっておりまして、仕事の
中身は建築鉄骨を中心にいろいろな金物や鉄関係の物

を作っている会社です。同業者はいま日本に 2700 社
くらいあります。それぞれが地域で活動しているので
すが、実は私は、札幌にも同じような会社があって、
その会社と兼務でして釧路と札幌を行ったり来たりの
生活を５年くらい続けております。
　札幌と釧路の違い、札幌はいろいろな会社があるの
で分業制が発達していて、自分の範囲内のことしかや
らないのですが、釧路は田舎ですから１社で全部を賄
わないといけないので、ウチはなんでもやるのです。
例えば、小学校の給食センターさんは今の次期は春休
みなので給食を運ぶトレイを修理したり、「エクステ
リアの塀がもげたので溶接で直してください」にも対
応しています。同じような業態で、札幌でこれをやっ
ている所はなかなかないと思います。いい意味で小回
りが利いて何でもやる、ということでやらせていただ
いております。
　その流れで、早速、樋口副会長から「点鐘の鐘が調
子悪い。見てくれ」と。樋口副会長は私の高校の１期
上の先輩なのです。私も体育会系だったものですから、
先輩に言われたら「はい」か「イエス」しかないので
すけれど、見たら確かに持っている所がひび割れして
いるのです。後藤会長からも伺いました。非常に貴重
な物で、北海道に５個くらいしかないと。戦前からあっ
て、そのうちの何個かは戦争で取られた。残っている
のは貴重な物。（会場から発言）はい、ということだ
そうです。それを「なんでもできるのだろう。ちょっ
と直してくれ」と言われました。これはさすがに、先
輩と言っても簡単に「はい」とは言えないものです。
伝統のあるロータリークラブの鐘なので、十分精査し
たうえで、修理できるかどうかの判断を考えたいと思
います。
　ということで、いろいろやっていますので、あんな
こと、こんなことどうだろうと仕事でもそうですし、
仕事以外では私は若輩者ですから皆さんにご相談する
ことが多いかと思いますけど、ぜひ仲よくしていただ
きたいと思います。
　新人という立場でこのような場に立たせていただく
のはホントに久し振りで、先日、某青年部の卒業例会
を無事に後輩たちが設えてくれました。（そろそろ時
間です）
　はい、頑張って出席します。よろしくお願いいたし
ます。

新入会員　田向　隆之君
　こんばんは。濱口委員長に縁をいただきまして２月
に入会いたました田向隆之と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　僕は、釧路市内で父が創業しました冷凍空調設備の
工事、設計から施工・保守を一手に引き受けて行う会
社を、まだ継いではいないですけれど事業承継に向け

ていま段取りをして
いるところです。
　近年、冷凍設備は
特殊な分野ではあり
ますがエアコンが台
頭して、特にエアコ
ンの設計と施工の話

をいただくことが多くて、この度の決算では過去最高
の数字を出せるのではないかというところで、だいぶ
忙しくさせていただいております。
　僕らの良さは、「直せる」ところから安心をいただ
いて仕事につなげているところがいいのかなと考え
て、分析しております。
　話は変わりまして、２月は逃げる、３月は去るなど
と言いますけれど、じゃ４月はなんなのかと考えた時
に、４月は知るというのはどうかと思っています。こ
の一年間、大地震で幕開けして、皆さん、目が覚める
ような１月１日を過ごされたことと思いますけど、先
日の台湾地震もそうですし、このような困難にも打ち
勝ちながら、どういうことが自分にできるかを知る、
スタートという意味で「知る」という言葉がいいと最
近は思っています。
　このようにロータリークラブに縁をいただきまし
て、歴史と伝統のある釧路ロータリークラブで入会前
に「『歴史と伝統のある』という主部を付けて話して
ください」と先輩にお話をいただいたとおり、調べる
と、その歴史はすごいものだと感じて、すごい所に入
れさせていただいたというのが正直なところです。
自分に何ができるかを探しながら、皆さんとの交流を
通じて自分を磨くひとつの場所にしたいと考えており
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございます。

新入会員　　原　　智則君
　皆さん、こんばん
は。株式会社ニッセ
ン産業という会社を
やっております原智
則と申します。
　会社は、牧草ロー
ルを買い取る仕事を

しています。すごくマニヤックな仕事ですが、酪農家
さんでは欠かせない、大手ではやりにくい仕事という
か、手の回らないところの隙間産業なのかと思ってい
ます。それを少しずつですが広げて行くことをやって
おります。
　生まれは静内です。今の新ひだか町で、そこに２歳
までいて、ほとんど育ちは十勝です。釧路に来たのは
2004 年で、もう 20年になって第一の故郷と感じて
います。来た当時は全然知り合いもいない所で、わか

らない、いまだに釧路に詳しい人ではないと思ってい
ます。2009 年に青年会議所に入って、そこで今日い
らっしゃる皆さんともお付き合いをさせていただくよ
うになりました。
　会社が創業したのは 2007 年にスタートして、17
年になるのです。いま改めて、結構やって来たなと思
いますけれども、まだまだ志半ばです。皆さまには追
い付くところでもないのですが、とても厳しい中でも
このように経営の先輩の方に教えていただく場が絶対
自分には必要だと思っています。何年か前よりだんだ
ん社長らしくなくなっているくらい、プレーヤーのよ
うな仕事をしているのですが、こういう時だからこそ、
このような皆さんと交流をとおして自分磨きと振り返
りの場所を持って行きたいと思っております。
　ニッセン産業の原と申します。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

新入会員　　日亘理　一哉君
皆さま、お疲れさま
です。日亘理です。
よろしくお願いいた
します。
大地みらい信用金庫
の日亘理ではござい
ません。株式会社イ

ンテリジェンス・モールの代表取締役の日亘理と申し
ます。やはり、代表取締役っていいですね。（笑い）
前職では理事長にはなれませんでしたが、やはり一国
一城の主はやっぱり気持ちがいいです。また、皆さん
の経営者の仲間入りをさせていただきました。まぁ、
ヒヨッコですから、企業には浮き沈みがあると思いま
すので、そういう時に力になっていただければ心強い
と思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほどをよろし
くお願いいたします。
自分の会社のＰＲというよりも、自分の経歴です。私
は根室の出身です。この前、日銀の田村支店長の『番
茶の味』で根室のジャズの話を書いてくれていました
が、ジャズの街ということで有名な街です。ぜひ根室
に皆さんに来ていただきたいのです。
私はジャズではなく、アコーステックギターが好きで、
ギターを弾いてハーモニカ吹いて、長渕剛を歌うのが。
池田さんもきっと聞いたことあると思います。田坂さ
んも聞いたことあると思います。結構うまいのですよ
ね。余興同好会の時のホントに「司会もやってくれ」
みたいな感じで、前職でやっていたのですけれど。
そのくらい長渕剛が好きでやっていたのですが、10
年くらい前のＪＣの卒業年度の年に、長渕剛の歌は好
きなのですけれど大嫌いになった歌があります。『Ｊ
ＥＥＰ』という歌です。
長渕剛の、ＪＥＥＰを聞いたことありますか。大好き

だったのが大嫌いになったのです。理由としては、あ
る団体の会合で飲み会になると何十曲もそのＪＥＥＰ
が入って、ＪＥＥＰを１曲歌ってイッキですね。「ソイ
ヤ、ウー」「ソイヤ、ウー」という掛け声が入って、
それが歌い終わるともう１曲が入って、それが 10曲
以上入るのです。それがその日だけではなく、来る日
も来る日もそういう会合が続いて、それがトラウマで
す。八幡君も笑っていますが、絶対知っている。その
ようにいじられてやっていた団体もあったのです。
この釧路ロータリークラブにおいては、そういうこと
はないと思いますので、皆さんと楽しくやって行けれ
ばと思っております。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

新入会員　　古屋　大輔君
　釧路スイミング
クラブの古屋大輔
と申します。よろ
しくお願いいたし
ます。
　本日は夜間例会
に初めて参加させ
ていただきました。と言いましてもこの会は２回目で
すけれども、３月末に入会させていただきまして、本
日は新入会員歓迎会ということでこのような会を開い
ていただきましてありがとうございます。
　自己紹介をさせていただきますと、1981 年生まれ
の 43歳です。この中では小学校一年生くらいの感じ
になっているかなと思うのですが、妻と息子が１人お
ります。妻は北大通にある岡野絹物店で着付け師とし
て仕事をしております。息子は３・４日前に小学校に
入学したばかりです。ようやく手が離れてきたかなと
思っております。
　仕事のほうですが、釧路スイミングクラブ・アクア
トピアに勤務しております。スイミング、筋肉トレー
ニング、自転車のプログラムとか格闘技系のプログラ
ムとかを行って、大人の方に教えています。
　今後の抱負ですが、この会をとおして皆さんに勉強
させていただきたいのがひとつ。あと、今日はこの後
に大喜利がありますので、大喜利を頑張ってやって行
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

中締めのご挨拶　　髙橋　直人会長エレクト
　高い席からでござ
いますが、ご指名で
すので中締めのご挨
拶をさせていただき
ます。
　本日は新入会員歓
迎会を親睦委員会の
皆さまの設えで、新入会員の皆さまもいい知り合いに
なったのではないかと思います。
新入会員の皆さまは、毎週木曜日に昼例会がありまし
て、夜の例会も１カ月に１回あります。これはやはり、
出席してロータリーの仲間を作って行かなければなら
ないので、出席は義務ではなく、権利だと思って毎週
出席していただければと思います。
　それでは、ご起立いただきまして一本締めで締めた
いと思います。
新入会員の益々のこれからのご発展と、今日ご出席の
皆さまのご健勝を願って一本で締めたいと思います。
（一本締め）
ありがとうございました。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
新入会員歓迎例会

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんばん
は。本日は新入会員
歓迎例会として４月
の夜間例会でありま
す。私が担いをいた
だいた７月から本日
まで、実に 10名の

新入会員の皆さんにご入会をしていただきました。本
当にご決断をしてくださいました皆さまには感謝申し
上げますとともに、その皆さんをご勧誘いただいた、
お誘いいただいた皆さまにも、この釧路ロータリーク
ラブの良さを伝えていただいて本当に感謝の思いでお
ります。
　私は新入会員の勧誘については、皆さんと同じくす
ごく大事だと思っておりまして、組織に人が増えれば、
組織力がどんどん強固になってまいります。また、単
純に仲間が増えることは、皆さまのお知り合いになら
れた方の人生の幅が広がって行くことになります。こ
の小さな街・釧路の中でこのロータリークラブをとお
してどんどん輪が広がって行けば、いつかどこかで、
地域のために大きな花が開くものと大真面目に思って
いる一人であります。
必然的にこのロータリークラブで出会った仲間ですか
ら、せっかくの出会いをしっかり大切にして行きなが
ら、お仕事に精を出し、地域のためにも精を出すこと

につなげていただければと思っております。
　今日は、せっかくのお酒を伴う席ですから、皆さん
はお知り合いで顔は分かっていると思うのですけれ
ど、より深いところで心のつながりを持っていただけ
ればと思っております。
　本日も、友情が深まる素敵な時間にしていただけれ
ばと、皆さまにお願いを申し上げまして私のご挨拶と
させていただきます。本日一日、よろしくお願い申し
上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　鶴見ガバナー事務所より台湾東部地震の支援金のお
願いが来ております。こちらを歓談中に私のほうで皆
さまを回らせていただきたいと思いますので、支援金
をよろしくお願いいたします。以上です。

お話　　大 道　光肇会員
　こんばんは。先月、
座禅例会として私の
お寺の定光寺で、会
員の皆さまにお越し
いただきまして正式
な座禅堂において座
禅をしていただきま

した。

　多分、足が痛くて辛かったのではないかと思います
けれども、これもひとつの経験でございます。一生懸
命に壁に向かって座っていただきましてありがとうご
ざいました。
　実は、昨年の 12月 10日に『世界禅チャレンジ』
という活動がありました。定光寺から始まって、北海
道から九州まで７カ寺のお寺で巡回して本山と結ん
で、座禅をユーチューブで配信をさせていただきまし
た。その集大成が、５月 12日日曜日、午後１時から
定光寺で行われます。これは、日本の７カ寺だけでは
なくて、 ハワイ・アメリカ・パラグアイ・ヨーロッパ
とそれぞれのお寺で、本山とユーチューブで結ばれて
同時座禅が世界禅チャレンジの集大成でございます。
また座禅をしたい方はぜひお越しいただいて、いろい
ろな座禅についてのお話がありま
す。偉いお坊さんもお話されると思います。また、脳
神経外科の学者の方もゲストでお話されるという有意
義な企画ですから、ひとりでも多く定光寺いらして下
さい。無料でございます。お土産はあるか分かりませ
んけど、ご案内させていただきます。よろしくお願い
いたします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　こんばんは、親睦
活動委員会委員長の
濱口です。今日は大
勢の会員の皆さまに
ご参加いただきまし
て誠にありがとうご
ざいます。

　それでは、本日のプログラム・新入会員歓迎例会を
開催させていただきます。本例会ですけれども、5名
の新入会員の方にご参加をいただいております。まだ、
顔と名前が一致されていない方もいらっしゃると思い
ますが、本例会をとおして積極的に新入会員の皆さま
にお声掛けいただければ幸いと思います。テーブルに
各１名の新入会員の方にお座りをいただいております
のでコミュニケーションをとっていただければ幸いと
思います。
　早速ですが、開会のご挨拶をいただきたいと思いま
す。開会のご挨拶をクラブ研修委員会・滝越康雄君よ
り賜りたいと思います。
滝越君、よろしくお願いいたします。

開会のご挨拶　クラブ研修委員会・滝越康雄君
　こんばんは。今回の新入会員歓迎会は研修委員会と
親睦活動委員会のジョイントの例会です。

本来であれば研修委
員長の挨拶となりま
すが、本日は舟木研
修委員長がパスポー
トを胸に少し遠い所
に行きました。時差
が 12時間もある所
に行っておりますので、夕べも文句を言いたいので携
帯を鳴らしたのですが全然出ません。また、杉村パス
ト会長、杉村委員も多忙ということで情報集会の打合
せだけを行って終わりました。結果をみると、何も知
らない私が今日の立場でご挨拶させていただきます。
　今年は、元旦から激しいニュースばかりで暗い雰囲
気でおりましたが、４月１日からガラリと変わりまし
た。まずは、皇室の愛子さんの就職とテレビを見てい
たら笑点の新入りの方、特に皇室の愛子さんにおいて
は心に癒しをもたらしてくれています。私はスマホが
好きですけれども、愛子さんと大谷ばかりを見ていま
す。明るい傾向でいいことだと思っています。
　ロータリークラブは５名の新入会員の方が入ってお
られますけれども、とてもフレッシュな新しい空気を
持ち込んでくださって、逆に、古いメンバーが新入会
員からオーラをもらう気持ちで一緒に手伝ってやって
行きたいと思います。
親睦と奉仕がロータリーのテーマですけれども、奉仕
は奉仕の事業としてありますけれど、親睦として私は
コツがあるような気がしています。こういう場で知っ
ている人はいいけれども、心から話せる人はそんなに
すぐできるとは思わないので、誰か一人をお互いに隣
り合わせの人を見つけていただいて、続けてご出席い
ただければと思います。
　そういうことで、今日の新入会員歓迎会を楽しんで
いきたいと思います。
　
乾杯のご発声　吉田　秀俊パスト会長
　皆さん、こんばん
は。こういう場を与
えていただきまして
ありがとうございま
す。
　今日の例会では、
新入会員でまだ入っ
て間もない方もいれば、既に馴染まれていてロータ
リーライフをエンジョイされている方もいると思いま
すけれど、改めて、今回のご入会を心から歓迎申し上
げます。
　皆さんは入会時に、「歴史と伝統のある釧路ロータ
リークラブに入会させていただきました。ありがとう
ございます」という言葉をスポンサーや研修委員から
レクチャ―されたと思いますけれど、私たちにとりま

しては新しいメンバーが入るたびに、「ようこそ釧路
クラブに入っていただきました」という感謝の気持ち
を抱いております。
　皆さんご承知のように、釧路クラブは創立以来 87
年という長い歴史を有しております。ローターアクト
クラブとか衛星クラブの会員を除きますと、2500 地
区内では最高の会員数を誇っております。加えまして、
当クラブから過去に４名のガバナーを輩出しています
ので、2500 地区におきましてはリーダー的な存在の
クラブです。
　釧路クラブは 87年という長い歴史の中で、先般、
亡くなられた清水パストガバナー、泉パスト会長、川
合パスト会長などの先輩を含め多くの先輩が築き上げ
てきた伝統と歴史でございます。それがいま、引き継
がれています。これから迎える 90周年、100 周年は
皆さんとともにこれからの釧路クラブの歴史を刻んで
行かなければならないと思っています。
　このようなことを胸のどこかに置きまして、釧路ク
ラブがより良いクラブになりますように皆さまと一緒
に作り上げて行きたいと思います。
　今日の例会は、クラブ研修委員会と親睦活動委員会
が共催でいろいろなアトラクションを考えておりま
す。短い時間ではありますけれど、今日のひと時を楽
しんでいただければと思います。
　最後になりましたけれど、釧路クラブの益々の繁栄
と皆さまのご活躍を祈念して、改めて乾杯をさせてい
ただきますのでよろしくお願いいたします。
　今日は思いっきり楽しんでください。
　「乾杯」
　ありがとうございました。

自己ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　それでは、本日ご出席いただいております５名の新
入会員のお一人お一人から自己ＰＲを含めた自己紹介
をお願いいたします。お名前をお呼びしますのでス
テージにご登壇をお願いいたします。なお、お一人３
分を限度にお話しいただければと思います。
それではお一人目、残間巌君、お願いします。

新入会員　残間　　巌君
　皆さん、こんばん
は。２月に入会させ
ていただきました残
間と申します。よろ
しくお願いいたしま
す。
　仕事は、釧路町で
残間金属工業という会社をやっておりまして、仕事の
中身は建築鉄骨を中心にいろいろな金物や鉄関係の物

を作っている会社です。同業者はいま日本に 2700 社
くらいあります。それぞれが地域で活動しているので
すが、実は私は、札幌にも同じような会社があって、
その会社と兼務でして釧路と札幌を行ったり来たりの
生活を５年くらい続けております。
　札幌と釧路の違い、札幌はいろいろな会社があるの
で分業制が発達していて、自分の範囲内のことしかや
らないのですが、釧路は田舎ですから１社で全部を賄
わないといけないので、ウチはなんでもやるのです。
例えば、小学校の給食センターさんは今の次期は春休
みなので給食を運ぶトレイを修理したり、「エクステ
リアの塀がもげたので溶接で直してください」にも対
応しています。同じような業態で、札幌でこれをやっ
ている所はなかなかないと思います。いい意味で小回
りが利いて何でもやる、ということでやらせていただ
いております。
　その流れで、早速、樋口副会長から「点鐘の鐘が調
子悪い。見てくれ」と。樋口副会長は私の高校の１期
上の先輩なのです。私も体育会系だったものですから、
先輩に言われたら「はい」か「イエス」しかないので
すけれど、見たら確かに持っている所がひび割れして
いるのです。後藤会長からも伺いました。非常に貴重
な物で、北海道に５個くらいしかないと。戦前からあっ
て、そのうちの何個かは戦争で取られた。残っている
のは貴重な物。（会場から発言）はい、ということだ
そうです。それを「なんでもできるのだろう。ちょっ
と直してくれ」と言われました。これはさすがに、先
輩と言っても簡単に「はい」とは言えないものです。
伝統のあるロータリークラブの鐘なので、十分精査し
たうえで、修理できるかどうかの判断を考えたいと思
います。
　ということで、いろいろやっていますので、あんな
こと、こんなことどうだろうと仕事でもそうですし、
仕事以外では私は若輩者ですから皆さんにご相談する
ことが多いかと思いますけど、ぜひ仲よくしていただ
きたいと思います。
　新人という立場でこのような場に立たせていただく
のはホントに久し振りで、先日、某青年部の卒業例会
を無事に後輩たちが設えてくれました。（そろそろ時
間です）
　はい、頑張って出席します。よろしくお願いいたし
ます。

新入会員　田向　隆之君
　こんばんは。濱口委員長に縁をいただきまして２月
に入会いたました田向隆之と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　僕は、釧路市内で父が創業しました冷凍空調設備の
工事、設計から施工・保守を一手に引き受けて行う会
社を、まだ継いではいないですけれど事業承継に向け

ていま段取りをして
いるところです。
　近年、冷凍設備は
特殊な分野ではあり
ますがエアコンが台
頭して、特にエアコ
ンの設計と施工の話

をいただくことが多くて、この度の決算では過去最高
の数字を出せるのではないかというところで、だいぶ
忙しくさせていただいております。
　僕らの良さは、「直せる」ところから安心をいただ
いて仕事につなげているところがいいのかなと考え
て、分析しております。
　話は変わりまして、２月は逃げる、３月は去るなど
と言いますけれど、じゃ４月はなんなのかと考えた時
に、４月は知るというのはどうかと思っています。こ
の一年間、大地震で幕開けして、皆さん、目が覚める
ような１月１日を過ごされたことと思いますけど、先
日の台湾地震もそうですし、このような困難にも打ち
勝ちながら、どういうことが自分にできるかを知る、
スタートという意味で「知る」という言葉がいいと最
近は思っています。
　このようにロータリークラブに縁をいただきまし
て、歴史と伝統のある釧路ロータリークラブで入会前
に「『歴史と伝統のある』という主部を付けて話して
ください」と先輩にお話をいただいたとおり、調べる
と、その歴史はすごいものだと感じて、すごい所に入
れさせていただいたというのが正直なところです。
自分に何ができるかを探しながら、皆さんとの交流を
通じて自分を磨くひとつの場所にしたいと考えており
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございます。

新入会員　　原　　智則君
　皆さん、こんばん
は。株式会社ニッセ
ン産業という会社を
やっております原智
則と申します。
　会社は、牧草ロー
ルを買い取る仕事を

しています。すごくマニヤックな仕事ですが、酪農家
さんでは欠かせない、大手ではやりにくい仕事という
か、手の回らないところの隙間産業なのかと思ってい
ます。それを少しずつですが広げて行くことをやって
おります。
　生まれは静内です。今の新ひだか町で、そこに２歳
までいて、ほとんど育ちは十勝です。釧路に来たのは
2004 年で、もう 20年になって第一の故郷と感じて
います。来た当時は全然知り合いもいない所で、わか

らない、いまだに釧路に詳しい人ではないと思ってい
ます。2009 年に青年会議所に入って、そこで今日い
らっしゃる皆さんともお付き合いをさせていただくよ
うになりました。
　会社が創業したのは 2007 年にスタートして、17
年になるのです。いま改めて、結構やって来たなと思
いますけれども、まだまだ志半ばです。皆さまには追
い付くところでもないのですが、とても厳しい中でも
このように経営の先輩の方に教えていただく場が絶対
自分には必要だと思っています。何年か前よりだんだ
ん社長らしくなくなっているくらい、プレーヤーのよ
うな仕事をしているのですが、こういう時だからこそ、
このような皆さんと交流をとおして自分磨きと振り返
りの場所を持って行きたいと思っております。
　ニッセン産業の原と申します。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

新入会員　　日亘理　一哉君
皆さま、お疲れさま
です。日亘理です。
よろしくお願いいた
します。
大地みらい信用金庫
の日亘理ではござい
ません。株式会社イ

ンテリジェンス・モールの代表取締役の日亘理と申し
ます。やはり、代表取締役っていいですね。（笑い）
前職では理事長にはなれませんでしたが、やはり一国
一城の主はやっぱり気持ちがいいです。また、皆さん
の経営者の仲間入りをさせていただきました。まぁ、
ヒヨッコですから、企業には浮き沈みがあると思いま
すので、そういう時に力になっていただければ心強い
と思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほどをよろし
くお願いいたします。
自分の会社のＰＲというよりも、自分の経歴です。私
は根室の出身です。この前、日銀の田村支店長の『番
茶の味』で根室のジャズの話を書いてくれていました
が、ジャズの街ということで有名な街です。ぜひ根室
に皆さんに来ていただきたいのです。
私はジャズではなく、アコーステックギターが好きで、
ギターを弾いてハーモニカ吹いて、長渕剛を歌うのが。
池田さんもきっと聞いたことあると思います。田坂さ
んも聞いたことあると思います。結構うまいのですよ
ね。余興同好会の時のホントに「司会もやってくれ」
みたいな感じで、前職でやっていたのですけれど。
そのくらい長渕剛が好きでやっていたのですが、10
年くらい前のＪＣの卒業年度の年に、長渕剛の歌は好
きなのですけれど大嫌いになった歌があります。『Ｊ
ＥＥＰ』という歌です。
長渕剛の、ＪＥＥＰを聞いたことありますか。大好き

だったのが大嫌いになったのです。理由としては、あ
る団体の会合で飲み会になると何十曲もそのＪＥＥＰ
が入って、ＪＥＥＰを１曲歌ってイッキですね。「ソイ
ヤ、ウー」「ソイヤ、ウー」という掛け声が入って、
それが歌い終わるともう１曲が入って、それが 10曲
以上入るのです。それがその日だけではなく、来る日
も来る日もそういう会合が続いて、それがトラウマで
す。八幡君も笑っていますが、絶対知っている。その
ようにいじられてやっていた団体もあったのです。
この釧路ロータリークラブにおいては、そういうこと
はないと思いますので、皆さんと楽しくやって行けれ
ばと思っております。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

新入会員　　古屋　大輔君
　釧路スイミング
クラブの古屋大輔
と申します。よろ
しくお願いいたし
ます。
　本日は夜間例会
に初めて参加させ
ていただきました。と言いましてもこの会は２回目で
すけれども、３月末に入会させていただきまして、本
日は新入会員歓迎会ということでこのような会を開い
ていただきましてありがとうございます。
　自己紹介をさせていただきますと、1981 年生まれ
の 43歳です。この中では小学校一年生くらいの感じ
になっているかなと思うのですが、妻と息子が１人お
ります。妻は北大通にある岡野絹物店で着付け師とし
て仕事をしております。息子は３・４日前に小学校に
入学したばかりです。ようやく手が離れてきたかなと
思っております。
　仕事のほうですが、釧路スイミングクラブ・アクア
トピアに勤務しております。スイミング、筋肉トレー
ニング、自転車のプログラムとか格闘技系のプログラ
ムとかを行って、大人の方に教えています。
　今後の抱負ですが、この会をとおして皆さんに勉強
させていただきたいのがひとつ。あと、今日はこの後
に大喜利がありますので、大喜利を頑張ってやって行
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

中締めのご挨拶　　髙橋　直人会長エレクト
　高い席からでござ
いますが、ご指名で
すので中締めのご挨
拶をさせていただき
ます。
　本日は新入会員歓
迎会を親睦委員会の
皆さまの設えで、新入会員の皆さまもいい知り合いに
なったのではないかと思います。
新入会員の皆さまは、毎週木曜日に昼例会がありまし
て、夜の例会も１カ月に１回あります。これはやはり、
出席してロータリーの仲間を作って行かなければなら
ないので、出席は義務ではなく、権利だと思って毎週
出席していただければと思います。
　それでは、ご起立いただきまして一本締めで締めた
いと思います。
新入会員の益々のこれからのご発展と、今日ご出席の
皆さまのご健勝を願って一本で締めたいと思います。
（一本締め）
ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんばん
は。本日は新入会員
歓迎例会として４月
の夜間例会でありま
す。私が担いをいた
だいた７月から本日
まで、実に 10名の

新入会員の皆さんにご入会をしていただきました。本
当にご決断をしてくださいました皆さまには感謝申し
上げますとともに、その皆さんをご勧誘いただいた、
お誘いいただいた皆さまにも、この釧路ロータリーク
ラブの良さを伝えていただいて本当に感謝の思いでお
ります。
　私は新入会員の勧誘については、皆さんと同じくす
ごく大事だと思っておりまして、組織に人が増えれば、
組織力がどんどん強固になってまいります。また、単
純に仲間が増えることは、皆さまのお知り合いになら
れた方の人生の幅が広がって行くことになります。こ
の小さな街・釧路の中でこのロータリークラブをとお
してどんどん輪が広がって行けば、いつかどこかで、
地域のために大きな花が開くものと大真面目に思って
いる一人であります。
必然的にこのロータリークラブで出会った仲間ですか
ら、せっかくの出会いをしっかり大切にして行きなが
ら、お仕事に精を出し、地域のためにも精を出すこと

につなげていただければと思っております。
　今日は、せっかくのお酒を伴う席ですから、皆さん
はお知り合いで顔は分かっていると思うのですけれ
ど、より深いところで心のつながりを持っていただけ
ればと思っております。
　本日も、友情が深まる素敵な時間にしていただけれ
ばと、皆さまにお願いを申し上げまして私のご挨拶と
させていただきます。本日一日、よろしくお願い申し
上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　鶴見ガバナー事務所より台湾東部地震の支援金のお
願いが来ております。こちらを歓談中に私のほうで皆
さまを回らせていただきたいと思いますので、支援金
をよろしくお願いいたします。以上です。

お話　　大 道　光肇会員
　こんばんは。先月、
座禅例会として私の
お寺の定光寺で、会
員の皆さまにお越し
いただきまして正式
な座禅堂において座
禅をしていただきま

した。

　多分、足が痛くて辛かったのではないかと思います
けれども、これもひとつの経験でございます。一生懸
命に壁に向かって座っていただきましてありがとうご
ざいました。
　実は、昨年の 12月 10日に『世界禅チャレンジ』
という活動がありました。定光寺から始まって、北海
道から九州まで７カ寺のお寺で巡回して本山と結ん
で、座禅をユーチューブで配信をさせていただきまし
た。その集大成が、５月 12日日曜日、午後１時から
定光寺で行われます。これは、日本の７カ寺だけでは
なくて、 ハワイ・アメリカ・パラグアイ・ヨーロッパ
とそれぞれのお寺で、本山とユーチューブで結ばれて
同時座禅が世界禅チャレンジの集大成でございます。
また座禅をしたい方はぜひお越しいただいて、いろい
ろな座禅についてのお話がありま
す。偉いお坊さんもお話されると思います。また、脳
神経外科の学者の方もゲストでお話されるという有意
義な企画ですから、ひとりでも多く定光寺いらして下
さい。無料でございます。お土産はあるか分かりませ
んけど、ご案内させていただきます。よろしくお願い
いたします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　こんばんは、親睦
活動委員会委員長の
濱口です。今日は大
勢の会員の皆さまに
ご参加いただきまし
て誠にありがとうご
ざいます。

　それでは、本日のプログラム・新入会員歓迎例会を
開催させていただきます。本例会ですけれども、5名
の新入会員の方にご参加をいただいております。まだ、
顔と名前が一致されていない方もいらっしゃると思い
ますが、本例会をとおして積極的に新入会員の皆さま
にお声掛けいただければ幸いと思います。テーブルに
各１名の新入会員の方にお座りをいただいております
のでコミュニケーションをとっていただければ幸いと
思います。
　早速ですが、開会のご挨拶をいただきたいと思いま
す。開会のご挨拶をクラブ研修委員会・滝越康雄君よ
り賜りたいと思います。
滝越君、よろしくお願いいたします。

開会のご挨拶　クラブ研修委員会・滝越康雄君
　こんばんは。今回の新入会員歓迎会は研修委員会と
親睦活動委員会のジョイントの例会です。

本来であれば研修委
員長の挨拶となりま
すが、本日は舟木研
修委員長がパスポー
トを胸に少し遠い所
に行きました。時差
が 12時間もある所
に行っておりますので、夕べも文句を言いたいので携
帯を鳴らしたのですが全然出ません。また、杉村パス
ト会長、杉村委員も多忙ということで情報集会の打合
せだけを行って終わりました。結果をみると、何も知
らない私が今日の立場でご挨拶させていただきます。
　今年は、元旦から激しいニュースばかりで暗い雰囲
気でおりましたが、４月１日からガラリと変わりまし
た。まずは、皇室の愛子さんの就職とテレビを見てい
たら笑点の新入りの方、特に皇室の愛子さんにおいて
は心に癒しをもたらしてくれています。私はスマホが
好きですけれども、愛子さんと大谷ばかりを見ていま
す。明るい傾向でいいことだと思っています。
　ロータリークラブは５名の新入会員の方が入ってお
られますけれども、とてもフレッシュな新しい空気を
持ち込んでくださって、逆に、古いメンバーが新入会
員からオーラをもらう気持ちで一緒に手伝ってやって
行きたいと思います。
親睦と奉仕がロータリーのテーマですけれども、奉仕
は奉仕の事業としてありますけれど、親睦として私は
コツがあるような気がしています。こういう場で知っ
ている人はいいけれども、心から話せる人はそんなに
すぐできるとは思わないので、誰か一人をお互いに隣
り合わせの人を見つけていただいて、続けてご出席い
ただければと思います。
　そういうことで、今日の新入会員歓迎会を楽しんで
いきたいと思います。
　
乾杯のご発声　吉田　秀俊パスト会長
　皆さん、こんばん
は。こういう場を与
えていただきまして
ありがとうございま
す。
　今日の例会では、
新入会員でまだ入っ
て間もない方もいれば、既に馴染まれていてロータ
リーライフをエンジョイされている方もいると思いま
すけれど、改めて、今回のご入会を心から歓迎申し上
げます。
　皆さんは入会時に、「歴史と伝統のある釧路ロータ
リークラブに入会させていただきました。ありがとう
ございます」という言葉をスポンサーや研修委員から
レクチャ―されたと思いますけれど、私たちにとりま

しては新しいメンバーが入るたびに、「ようこそ釧路
クラブに入っていただきました」という感謝の気持ち
を抱いております。
　皆さんご承知のように、釧路クラブは創立以来 87
年という長い歴史を有しております。ローターアクト
クラブとか衛星クラブの会員を除きますと、2500 地
区内では最高の会員数を誇っております。加えまして、
当クラブから過去に４名のガバナーを輩出しています
ので、2500 地区におきましてはリーダー的な存在の
クラブです。
　釧路クラブは 87年という長い歴史の中で、先般、
亡くなられた清水パストガバナー、泉パスト会長、川
合パスト会長などの先輩を含め多くの先輩が築き上げ
てきた伝統と歴史でございます。それがいま、引き継
がれています。これから迎える 90周年、100 周年は
皆さんとともにこれからの釧路クラブの歴史を刻んで
行かなければならないと思っています。
　このようなことを胸のどこかに置きまして、釧路ク
ラブがより良いクラブになりますように皆さまと一緒
に作り上げて行きたいと思います。
　今日の例会は、クラブ研修委員会と親睦活動委員会
が共催でいろいろなアトラクションを考えておりま
す。短い時間ではありますけれど、今日のひと時を楽
しんでいただければと思います。
　最後になりましたけれど、釧路クラブの益々の繁栄
と皆さまのご活躍を祈念して、改めて乾杯をさせてい
ただきますのでよろしくお願いいたします。
　今日は思いっきり楽しんでください。
　「乾杯」
　ありがとうございました。

自己ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　それでは、本日ご出席いただいております５名の新
入会員のお一人お一人から自己ＰＲを含めた自己紹介
をお願いいたします。お名前をお呼びしますのでス
テージにご登壇をお願いいたします。なお、お一人３
分を限度にお話しいただければと思います。
それではお一人目、残間巌君、お願いします。

新入会員　残間　　巌君
　皆さん、こんばん
は。２月に入会させ
ていただきました残
間と申します。よろ
しくお願いいたしま
す。
　仕事は、釧路町で
残間金属工業という会社をやっておりまして、仕事の
中身は建築鉄骨を中心にいろいろな金物や鉄関係の物

を作っている会社です。同業者はいま日本に 2700 社
くらいあります。それぞれが地域で活動しているので
すが、実は私は、札幌にも同じような会社があって、
その会社と兼務でして釧路と札幌を行ったり来たりの
生活を５年くらい続けております。
　札幌と釧路の違い、札幌はいろいろな会社があるの
で分業制が発達していて、自分の範囲内のことしかや
らないのですが、釧路は田舎ですから１社で全部を賄
わないといけないので、ウチはなんでもやるのです。
例えば、小学校の給食センターさんは今の次期は春休
みなので給食を運ぶトレイを修理したり、「エクステ
リアの塀がもげたので溶接で直してください」にも対
応しています。同じような業態で、札幌でこれをやっ
ている所はなかなかないと思います。いい意味で小回
りが利いて何でもやる、ということでやらせていただ
いております。
　その流れで、早速、樋口副会長から「点鐘の鐘が調
子悪い。見てくれ」と。樋口副会長は私の高校の１期
上の先輩なのです。私も体育会系だったものですから、
先輩に言われたら「はい」か「イエス」しかないので
すけれど、見たら確かに持っている所がひび割れして
いるのです。後藤会長からも伺いました。非常に貴重
な物で、北海道に５個くらいしかないと。戦前からあっ
て、そのうちの何個かは戦争で取られた。残っている
のは貴重な物。（会場から発言）はい、ということだ
そうです。それを「なんでもできるのだろう。ちょっ
と直してくれ」と言われました。これはさすがに、先
輩と言っても簡単に「はい」とは言えないものです。
伝統のあるロータリークラブの鐘なので、十分精査し
たうえで、修理できるかどうかの判断を考えたいと思
います。
　ということで、いろいろやっていますので、あんな
こと、こんなことどうだろうと仕事でもそうですし、
仕事以外では私は若輩者ですから皆さんにご相談する
ことが多いかと思いますけど、ぜひ仲よくしていただ
きたいと思います。
　新人という立場でこのような場に立たせていただく
のはホントに久し振りで、先日、某青年部の卒業例会
を無事に後輩たちが設えてくれました。（そろそろ時
間です）
　はい、頑張って出席します。よろしくお願いいたし
ます。

新入会員　田向　隆之君
　こんばんは。濱口委員長に縁をいただきまして２月
に入会いたました田向隆之と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　僕は、釧路市内で父が創業しました冷凍空調設備の
工事、設計から施工・保守を一手に引き受けて行う会
社を、まだ継いではいないですけれど事業承継に向け

ていま段取りをして
いるところです。
　近年、冷凍設備は
特殊な分野ではあり
ますがエアコンが台
頭して、特にエアコ
ンの設計と施工の話

をいただくことが多くて、この度の決算では過去最高
の数字を出せるのではないかというところで、だいぶ
忙しくさせていただいております。
　僕らの良さは、「直せる」ところから安心をいただ
いて仕事につなげているところがいいのかなと考え
て、分析しております。
　話は変わりまして、２月は逃げる、３月は去るなど
と言いますけれど、じゃ４月はなんなのかと考えた時
に、４月は知るというのはどうかと思っています。こ
の一年間、大地震で幕開けして、皆さん、目が覚める
ような１月１日を過ごされたことと思いますけど、先
日の台湾地震もそうですし、このような困難にも打ち
勝ちながら、どういうことが自分にできるかを知る、
スタートという意味で「知る」という言葉がいいと最
近は思っています。
　このようにロータリークラブに縁をいただきまし
て、歴史と伝統のある釧路ロータリークラブで入会前
に「『歴史と伝統のある』という主部を付けて話して
ください」と先輩にお話をいただいたとおり、調べる
と、その歴史はすごいものだと感じて、すごい所に入
れさせていただいたというのが正直なところです。
自分に何ができるかを探しながら、皆さんとの交流を
通じて自分を磨くひとつの場所にしたいと考えており
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございます。

新入会員　　原　　智則君
　皆さん、こんばん
は。株式会社ニッセ
ン産業という会社を
やっております原智
則と申します。
　会社は、牧草ロー
ルを買い取る仕事を

しています。すごくマニヤックな仕事ですが、酪農家
さんでは欠かせない、大手ではやりにくい仕事という
か、手の回らないところの隙間産業なのかと思ってい
ます。それを少しずつですが広げて行くことをやって
おります。
　生まれは静内です。今の新ひだか町で、そこに２歳
までいて、ほとんど育ちは十勝です。釧路に来たのは
2004 年で、もう 20年になって第一の故郷と感じて
います。来た当時は全然知り合いもいない所で、わか

らない、いまだに釧路に詳しい人ではないと思ってい
ます。2009 年に青年会議所に入って、そこで今日い
らっしゃる皆さんともお付き合いをさせていただくよ
うになりました。
　会社が創業したのは 2007 年にスタートして、17
年になるのです。いま改めて、結構やって来たなと思
いますけれども、まだまだ志半ばです。皆さまには追
い付くところでもないのですが、とても厳しい中でも
このように経営の先輩の方に教えていただく場が絶対
自分には必要だと思っています。何年か前よりだんだ
ん社長らしくなくなっているくらい、プレーヤーのよ
うな仕事をしているのですが、こういう時だからこそ、
このような皆さんと交流をとおして自分磨きと振り返
りの場所を持って行きたいと思っております。
　ニッセン産業の原と申します。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

新入会員　　日亘理　一哉君
皆さま、お疲れさま
です。日亘理です。
よろしくお願いいた
します。
大地みらい信用金庫
の日亘理ではござい
ません。株式会社イ

ンテリジェンス・モールの代表取締役の日亘理と申し
ます。やはり、代表取締役っていいですね。（笑い）
前職では理事長にはなれませんでしたが、やはり一国
一城の主はやっぱり気持ちがいいです。また、皆さん
の経営者の仲間入りをさせていただきました。まぁ、
ヒヨッコですから、企業には浮き沈みがあると思いま
すので、そういう時に力になっていただければ心強い
と思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほどをよろし
くお願いいたします。
自分の会社のＰＲというよりも、自分の経歴です。私
は根室の出身です。この前、日銀の田村支店長の『番
茶の味』で根室のジャズの話を書いてくれていました
が、ジャズの街ということで有名な街です。ぜひ根室
に皆さんに来ていただきたいのです。
私はジャズではなく、アコーステックギターが好きで、
ギターを弾いてハーモニカ吹いて、長渕剛を歌うのが。
池田さんもきっと聞いたことあると思います。田坂さ
んも聞いたことあると思います。結構うまいのですよ
ね。余興同好会の時のホントに「司会もやってくれ」
みたいな感じで、前職でやっていたのですけれど。
そのくらい長渕剛が好きでやっていたのですが、10
年くらい前のＪＣの卒業年度の年に、長渕剛の歌は好
きなのですけれど大嫌いになった歌があります。『Ｊ
ＥＥＰ』という歌です。
長渕剛の、ＪＥＥＰを聞いたことありますか。大好き

だったのが大嫌いになったのです。理由としては、あ
る団体の会合で飲み会になると何十曲もそのＪＥＥＰ
が入って、ＪＥＥＰを１曲歌ってイッキですね。「ソイ
ヤ、ウー」「ソイヤ、ウー」という掛け声が入って、
それが歌い終わるともう１曲が入って、それが 10曲
以上入るのです。それがその日だけではなく、来る日
も来る日もそういう会合が続いて、それがトラウマで
す。八幡君も笑っていますが、絶対知っている。その
ようにいじられてやっていた団体もあったのです。
この釧路ロータリークラブにおいては、そういうこと
はないと思いますので、皆さんと楽しくやって行けれ
ばと思っております。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

新入会員　　古屋　大輔君
　釧路スイミング
クラブの古屋大輔
と申します。よろ
しくお願いいたし
ます。
　本日は夜間例会
に初めて参加させ
ていただきました。と言いましてもこの会は２回目で
すけれども、３月末に入会させていただきまして、本
日は新入会員歓迎会ということでこのような会を開い
ていただきましてありがとうございます。
　自己紹介をさせていただきますと、1981 年生まれ
の 43歳です。この中では小学校一年生くらいの感じ
になっているかなと思うのですが、妻と息子が１人お
ります。妻は北大通にある岡野絹物店で着付け師とし
て仕事をしております。息子は３・４日前に小学校に
入学したばかりです。ようやく手が離れてきたかなと
思っております。
　仕事のほうですが、釧路スイミングクラブ・アクア
トピアに勤務しております。スイミング、筋肉トレー
ニング、自転車のプログラムとか格闘技系のプログラ
ムとかを行って、大人の方に教えています。
　今後の抱負ですが、この会をとおして皆さんに勉強
させていただきたいのがひとつ。あと、今日はこの後
に大喜利がありますので、大喜利を頑張ってやって行
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

中締めのご挨拶　　髙橋　直人会長エレクト
　高い席からでござ
いますが、ご指名で
すので中締めのご挨
拶をさせていただき
ます。
　本日は新入会員歓
迎会を親睦委員会の
皆さまの設えで、新入会員の皆さまもいい知り合いに
なったのではないかと思います。
新入会員の皆さまは、毎週木曜日に昼例会がありまし
て、夜の例会も１カ月に１回あります。これはやはり、
出席してロータリーの仲間を作って行かなければなら
ないので、出席は義務ではなく、権利だと思って毎週
出席していただければと思います。
　それでは、ご起立いただきまして一本締めで締めた
いと思います。
新入会員の益々のこれからのご発展と、今日ご出席の
皆さまのご健勝を願って一本で締めたいと思います。
（一本締め）
ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんばん
は。本日は新入会員
歓迎例会として４月
の夜間例会でありま
す。私が担いをいた
だいた７月から本日
まで、実に 10名の

新入会員の皆さんにご入会をしていただきました。本
当にご決断をしてくださいました皆さまには感謝申し
上げますとともに、その皆さんをご勧誘いただいた、
お誘いいただいた皆さまにも、この釧路ロータリーク
ラブの良さを伝えていただいて本当に感謝の思いでお
ります。
　私は新入会員の勧誘については、皆さんと同じくす
ごく大事だと思っておりまして、組織に人が増えれば、
組織力がどんどん強固になってまいります。また、単
純に仲間が増えることは、皆さまのお知り合いになら
れた方の人生の幅が広がって行くことになります。こ
の小さな街・釧路の中でこのロータリークラブをとお
してどんどん輪が広がって行けば、いつかどこかで、
地域のために大きな花が開くものと大真面目に思って
いる一人であります。
必然的にこのロータリークラブで出会った仲間ですか
ら、せっかくの出会いをしっかり大切にして行きなが
ら、お仕事に精を出し、地域のためにも精を出すこと

につなげていただければと思っております。
　今日は、せっかくのお酒を伴う席ですから、皆さん
はお知り合いで顔は分かっていると思うのですけれ
ど、より深いところで心のつながりを持っていただけ
ればと思っております。
　本日も、友情が深まる素敵な時間にしていただけれ
ばと、皆さまにお願いを申し上げまして私のご挨拶と
させていただきます。本日一日、よろしくお願い申し
上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　鶴見ガバナー事務所より台湾東部地震の支援金のお
願いが来ております。こちらを歓談中に私のほうで皆
さまを回らせていただきたいと思いますので、支援金
をよろしくお願いいたします。以上です。

お話　　大 道　光肇会員
　こんばんは。先月、
座禅例会として私の
お寺の定光寺で、会
員の皆さまにお越し
いただきまして正式
な座禅堂において座
禅をしていただきま

した。

　多分、足が痛くて辛かったのではないかと思います
けれども、これもひとつの経験でございます。一生懸
命に壁に向かって座っていただきましてありがとうご
ざいました。
　実は、昨年の 12月 10日に『世界禅チャレンジ』
という活動がありました。定光寺から始まって、北海
道から九州まで７カ寺のお寺で巡回して本山と結ん
で、座禅をユーチューブで配信をさせていただきまし
た。その集大成が、５月 12日日曜日、午後１時から
定光寺で行われます。これは、日本の７カ寺だけでは
なくて、 ハワイ・アメリカ・パラグアイ・ヨーロッパ
とそれぞれのお寺で、本山とユーチューブで結ばれて
同時座禅が世界禅チャレンジの集大成でございます。
また座禅をしたい方はぜひお越しいただいて、いろい
ろな座禅についてのお話がありま
す。偉いお坊さんもお話されると思います。また、脳
神経外科の学者の方もゲストでお話されるという有意
義な企画ですから、ひとりでも多く定光寺いらして下
さい。無料でございます。お土産はあるか分かりませ
んけど、ご案内させていただきます。よろしくお願い
いたします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　こんばんは、親睦
活動委員会委員長の
濱口です。今日は大
勢の会員の皆さまに
ご参加いただきまし
て誠にありがとうご
ざいます。

　それでは、本日のプログラム・新入会員歓迎例会を
開催させていただきます。本例会ですけれども、5名
の新入会員の方にご参加をいただいております。まだ、
顔と名前が一致されていない方もいらっしゃると思い
ますが、本例会をとおして積極的に新入会員の皆さま
にお声掛けいただければ幸いと思います。テーブルに
各１名の新入会員の方にお座りをいただいております
のでコミュニケーションをとっていただければ幸いと
思います。
　早速ですが、開会のご挨拶をいただきたいと思いま
す。開会のご挨拶をクラブ研修委員会・滝越康雄君よ
り賜りたいと思います。
滝越君、よろしくお願いいたします。

開会のご挨拶　クラブ研修委員会・滝越康雄君
　こんばんは。今回の新入会員歓迎会は研修委員会と
親睦活動委員会のジョイントの例会です。

本来であれば研修委
員長の挨拶となりま
すが、本日は舟木研
修委員長がパスポー
トを胸に少し遠い所
に行きました。時差
が 12時間もある所
に行っておりますので、夕べも文句を言いたいので携
帯を鳴らしたのですが全然出ません。また、杉村パス
ト会長、杉村委員も多忙ということで情報集会の打合
せだけを行って終わりました。結果をみると、何も知
らない私が今日の立場でご挨拶させていただきます。
　今年は、元旦から激しいニュースばかりで暗い雰囲
気でおりましたが、４月１日からガラリと変わりまし
た。まずは、皇室の愛子さんの就職とテレビを見てい
たら笑点の新入りの方、特に皇室の愛子さんにおいて
は心に癒しをもたらしてくれています。私はスマホが
好きですけれども、愛子さんと大谷ばかりを見ていま
す。明るい傾向でいいことだと思っています。
　ロータリークラブは５名の新入会員の方が入ってお
られますけれども、とてもフレッシュな新しい空気を
持ち込んでくださって、逆に、古いメンバーが新入会
員からオーラをもらう気持ちで一緒に手伝ってやって
行きたいと思います。
親睦と奉仕がロータリーのテーマですけれども、奉仕
は奉仕の事業としてありますけれど、親睦として私は
コツがあるような気がしています。こういう場で知っ
ている人はいいけれども、心から話せる人はそんなに
すぐできるとは思わないので、誰か一人をお互いに隣
り合わせの人を見つけていただいて、続けてご出席い
ただければと思います。
　そういうことで、今日の新入会員歓迎会を楽しんで
いきたいと思います。
　
乾杯のご発声　吉田　秀俊パスト会長
　皆さん、こんばん
は。こういう場を与
えていただきまして
ありがとうございま
す。
　今日の例会では、
新入会員でまだ入っ
て間もない方もいれば、既に馴染まれていてロータ
リーライフをエンジョイされている方もいると思いま
すけれど、改めて、今回のご入会を心から歓迎申し上
げます。
　皆さんは入会時に、「歴史と伝統のある釧路ロータ
リークラブに入会させていただきました。ありがとう
ございます」という言葉をスポンサーや研修委員から
レクチャ―されたと思いますけれど、私たちにとりま

しては新しいメンバーが入るたびに、「ようこそ釧路
クラブに入っていただきました」という感謝の気持ち
を抱いております。
　皆さんご承知のように、釧路クラブは創立以来 87
年という長い歴史を有しております。ローターアクト
クラブとか衛星クラブの会員を除きますと、2500 地
区内では最高の会員数を誇っております。加えまして、
当クラブから過去に４名のガバナーを輩出しています
ので、2500 地区におきましてはリーダー的な存在の
クラブです。
　釧路クラブは 87年という長い歴史の中で、先般、
亡くなられた清水パストガバナー、泉パスト会長、川
合パスト会長などの先輩を含め多くの先輩が築き上げ
てきた伝統と歴史でございます。それがいま、引き継
がれています。これから迎える 90周年、100 周年は
皆さんとともにこれからの釧路クラブの歴史を刻んで
行かなければならないと思っています。
　このようなことを胸のどこかに置きまして、釧路ク
ラブがより良いクラブになりますように皆さまと一緒
に作り上げて行きたいと思います。
　今日の例会は、クラブ研修委員会と親睦活動委員会
が共催でいろいろなアトラクションを考えておりま
す。短い時間ではありますけれど、今日のひと時を楽
しんでいただければと思います。
　最後になりましたけれど、釧路クラブの益々の繁栄
と皆さまのご活躍を祈念して、改めて乾杯をさせてい
ただきますのでよろしくお願いいたします。
　今日は思いっきり楽しんでください。
　「乾杯」
　ありがとうございました。

自己ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　それでは、本日ご出席いただいております５名の新
入会員のお一人お一人から自己ＰＲを含めた自己紹介
をお願いいたします。お名前をお呼びしますのでス
テージにご登壇をお願いいたします。なお、お一人３
分を限度にお話しいただければと思います。
それではお一人目、残間巌君、お願いします。

新入会員　残間　　巌君
　皆さん、こんばん
は。２月に入会させ
ていただきました残
間と申します。よろ
しくお願いいたしま
す。
　仕事は、釧路町で
残間金属工業という会社をやっておりまして、仕事の
中身は建築鉄骨を中心にいろいろな金物や鉄関係の物

を作っている会社です。同業者はいま日本に 2700 社
くらいあります。それぞれが地域で活動しているので
すが、実は私は、札幌にも同じような会社があって、
その会社と兼務でして釧路と札幌を行ったり来たりの
生活を５年くらい続けております。
　札幌と釧路の違い、札幌はいろいろな会社があるの
で分業制が発達していて、自分の範囲内のことしかや
らないのですが、釧路は田舎ですから１社で全部を賄
わないといけないので、ウチはなんでもやるのです。
例えば、小学校の給食センターさんは今の次期は春休
みなので給食を運ぶトレイを修理したり、「エクステ
リアの塀がもげたので溶接で直してください」にも対
応しています。同じような業態で、札幌でこれをやっ
ている所はなかなかないと思います。いい意味で小回
りが利いて何でもやる、ということでやらせていただ
いております。
　その流れで、早速、樋口副会長から「点鐘の鐘が調
子悪い。見てくれ」と。樋口副会長は私の高校の１期
上の先輩なのです。私も体育会系だったものですから、
先輩に言われたら「はい」か「イエス」しかないので
すけれど、見たら確かに持っている所がひび割れして
いるのです。後藤会長からも伺いました。非常に貴重
な物で、北海道に５個くらいしかないと。戦前からあっ
て、そのうちの何個かは戦争で取られた。残っている
のは貴重な物。（会場から発言）はい、ということだ
そうです。それを「なんでもできるのだろう。ちょっ
と直してくれ」と言われました。これはさすがに、先
輩と言っても簡単に「はい」とは言えないものです。
伝統のあるロータリークラブの鐘なので、十分精査し
たうえで、修理できるかどうかの判断を考えたいと思
います。
　ということで、いろいろやっていますので、あんな
こと、こんなことどうだろうと仕事でもそうですし、
仕事以外では私は若輩者ですから皆さんにご相談する
ことが多いかと思いますけど、ぜひ仲よくしていただ
きたいと思います。
　新人という立場でこのような場に立たせていただく
のはホントに久し振りで、先日、某青年部の卒業例会
を無事に後輩たちが設えてくれました。（そろそろ時
間です）
　はい、頑張って出席します。よろしくお願いいたし
ます。

新入会員　田向　隆之君
　こんばんは。濱口委員長に縁をいただきまして２月
に入会いたました田向隆之と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　僕は、釧路市内で父が創業しました冷凍空調設備の
工事、設計から施工・保守を一手に引き受けて行う会
社を、まだ継いではいないですけれど事業承継に向け

ていま段取りをして
いるところです。
　近年、冷凍設備は
特殊な分野ではあり
ますがエアコンが台
頭して、特にエアコ
ンの設計と施工の話

をいただくことが多くて、この度の決算では過去最高
の数字を出せるのではないかというところで、だいぶ
忙しくさせていただいております。
　僕らの良さは、「直せる」ところから安心をいただ
いて仕事につなげているところがいいのかなと考え
て、分析しております。
　話は変わりまして、２月は逃げる、３月は去るなど
と言いますけれど、じゃ４月はなんなのかと考えた時
に、４月は知るというのはどうかと思っています。こ
の一年間、大地震で幕開けして、皆さん、目が覚める
ような１月１日を過ごされたことと思いますけど、先
日の台湾地震もそうですし、このような困難にも打ち
勝ちながら、どういうことが自分にできるかを知る、
スタートという意味で「知る」という言葉がいいと最
近は思っています。
　このようにロータリークラブに縁をいただきまし
て、歴史と伝統のある釧路ロータリークラブで入会前
に「『歴史と伝統のある』という主部を付けて話して
ください」と先輩にお話をいただいたとおり、調べる
と、その歴史はすごいものだと感じて、すごい所に入
れさせていただいたというのが正直なところです。
自分に何ができるかを探しながら、皆さんとの交流を
通じて自分を磨くひとつの場所にしたいと考えており
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございます。

新入会員　　原　　智則君
　皆さん、こんばん
は。株式会社ニッセ
ン産業という会社を
やっております原智
則と申します。
　会社は、牧草ロー
ルを買い取る仕事を

しています。すごくマニヤックな仕事ですが、酪農家
さんでは欠かせない、大手ではやりにくい仕事という
か、手の回らないところの隙間産業なのかと思ってい
ます。それを少しずつですが広げて行くことをやって
おります。
　生まれは静内です。今の新ひだか町で、そこに２歳
までいて、ほとんど育ちは十勝です。釧路に来たのは
2004 年で、もう 20年になって第一の故郷と感じて
います。来た当時は全然知り合いもいない所で、わか

らない、いまだに釧路に詳しい人ではないと思ってい
ます。2009 年に青年会議所に入って、そこで今日い
らっしゃる皆さんともお付き合いをさせていただくよ
うになりました。
　会社が創業したのは 2007 年にスタートして、17
年になるのです。いま改めて、結構やって来たなと思
いますけれども、まだまだ志半ばです。皆さまには追
い付くところでもないのですが、とても厳しい中でも
このように経営の先輩の方に教えていただく場が絶対
自分には必要だと思っています。何年か前よりだんだ
ん社長らしくなくなっているくらい、プレーヤーのよ
うな仕事をしているのですが、こういう時だからこそ、
このような皆さんと交流をとおして自分磨きと振り返
りの場所を持って行きたいと思っております。
　ニッセン産業の原と申します。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

新入会員　　日亘理　一哉君
皆さま、お疲れさま
です。日亘理です。
よろしくお願いいた
します。
大地みらい信用金庫
の日亘理ではござい
ません。株式会社イ

ンテリジェンス・モールの代表取締役の日亘理と申し
ます。やはり、代表取締役っていいですね。（笑い）
前職では理事長にはなれませんでしたが、やはり一国
一城の主はやっぱり気持ちがいいです。また、皆さん
の経営者の仲間入りをさせていただきました。まぁ、
ヒヨッコですから、企業には浮き沈みがあると思いま
すので、そういう時に力になっていただければ心強い
と思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほどをよろし
くお願いいたします。
自分の会社のＰＲというよりも、自分の経歴です。私
は根室の出身です。この前、日銀の田村支店長の『番
茶の味』で根室のジャズの話を書いてくれていました
が、ジャズの街ということで有名な街です。ぜひ根室
に皆さんに来ていただきたいのです。
私はジャズではなく、アコーステックギターが好きで、
ギターを弾いてハーモニカ吹いて、長渕剛を歌うのが。
池田さんもきっと聞いたことあると思います。田坂さ
んも聞いたことあると思います。結構うまいのですよ
ね。余興同好会の時のホントに「司会もやってくれ」
みたいな感じで、前職でやっていたのですけれど。
そのくらい長渕剛が好きでやっていたのですが、10
年くらい前のＪＣの卒業年度の年に、長渕剛の歌は好
きなのですけれど大嫌いになった歌があります。『Ｊ
ＥＥＰ』という歌です。
長渕剛の、ＪＥＥＰを聞いたことありますか。大好き

だったのが大嫌いになったのです。理由としては、あ
る団体の会合で飲み会になると何十曲もそのＪＥＥＰ
が入って、ＪＥＥＰを１曲歌ってイッキですね。「ソイ
ヤ、ウー」「ソイヤ、ウー」という掛け声が入って、
それが歌い終わるともう１曲が入って、それが 10曲
以上入るのです。それがその日だけではなく、来る日
も来る日もそういう会合が続いて、それがトラウマで
す。八幡君も笑っていますが、絶対知っている。その
ようにいじられてやっていた団体もあったのです。
この釧路ロータリークラブにおいては、そういうこと
はないと思いますので、皆さんと楽しくやって行けれ
ばと思っております。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

新入会員　　古屋　大輔君
　釧路スイミング
クラブの古屋大輔
と申します。よろ
しくお願いいたし
ます。
　本日は夜間例会
に初めて参加させ
ていただきました。と言いましてもこの会は２回目で
すけれども、３月末に入会させていただきまして、本
日は新入会員歓迎会ということでこのような会を開い
ていただきましてありがとうございます。
　自己紹介をさせていただきますと、1981 年生まれ
の 43歳です。この中では小学校一年生くらいの感じ
になっているかなと思うのですが、妻と息子が１人お
ります。妻は北大通にある岡野絹物店で着付け師とし
て仕事をしております。息子は３・４日前に小学校に
入学したばかりです。ようやく手が離れてきたかなと
思っております。
　仕事のほうですが、釧路スイミングクラブ・アクア
トピアに勤務しております。スイミング、筋肉トレー
ニング、自転車のプログラムとか格闘技系のプログラ
ムとかを行って、大人の方に教えています。
　今後の抱負ですが、この会をとおして皆さんに勉強
させていただきたいのがひとつ。あと、今日はこの後
に大喜利がありますので、大喜利を頑張ってやって行
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

中締めのご挨拶　　髙橋　直人会長エレクト
　高い席からでござ
いますが、ご指名で
すので中締めのご挨
拶をさせていただき
ます。
　本日は新入会員歓
迎会を親睦委員会の
皆さまの設えで、新入会員の皆さまもいい知り合いに
なったのではないかと思います。
新入会員の皆さまは、毎週木曜日に昼例会がありまし
て、夜の例会も１カ月に１回あります。これはやはり、
出席してロータリーの仲間を作って行かなければなら
ないので、出席は義務ではなく、権利だと思って毎週
出席していただければと思います。
　それでは、ご起立いただきまして一本締めで締めた
いと思います。
新入会員の益々のこれからのご発展と、今日ご出席の
皆さまのご健勝を願って一本で締めたいと思います。
（一本締め）
ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さん、こんばん
は。本日は新入会員
歓迎例会として４月
の夜間例会でありま
す。私が担いをいた
だいた７月から本日
まで、実に 10名の

新入会員の皆さんにご入会をしていただきました。本
当にご決断をしてくださいました皆さまには感謝申し
上げますとともに、その皆さんをご勧誘いただいた、
お誘いいただいた皆さまにも、この釧路ロータリーク
ラブの良さを伝えていただいて本当に感謝の思いでお
ります。
　私は新入会員の勧誘については、皆さんと同じくす
ごく大事だと思っておりまして、組織に人が増えれば、
組織力がどんどん強固になってまいります。また、単
純に仲間が増えることは、皆さまのお知り合いになら
れた方の人生の幅が広がって行くことになります。こ
の小さな街・釧路の中でこのロータリークラブをとお
してどんどん輪が広がって行けば、いつかどこかで、
地域のために大きな花が開くものと大真面目に思って
いる一人であります。
必然的にこのロータリークラブで出会った仲間ですか
ら、せっかくの出会いをしっかり大切にして行きなが
ら、お仕事に精を出し、地域のためにも精を出すこと

につなげていただければと思っております。
　今日は、せっかくのお酒を伴う席ですから、皆さん
はお知り合いで顔は分かっていると思うのですけれ
ど、より深いところで心のつながりを持っていただけ
ればと思っております。
　本日も、友情が深まる素敵な時間にしていただけれ
ばと、皆さまにお願いを申し上げまして私のご挨拶と
させていただきます。本日一日、よろしくお願い申し
上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　鶴見ガバナー事務所より台湾東部地震の支援金のお
願いが来ております。こちらを歓談中に私のほうで皆
さまを回らせていただきたいと思いますので、支援金
をよろしくお願いいたします。以上です。

お話　　大 道　光肇会員
　こんばんは。先月、
座禅例会として私の
お寺の定光寺で、会
員の皆さまにお越し
いただきまして正式
な座禅堂において座
禅をしていただきま

した。

　多分、足が痛くて辛かったのではないかと思います
けれども、これもひとつの経験でございます。一生懸
命に壁に向かって座っていただきましてありがとうご
ざいました。
　実は、昨年の 12月 10日に『世界禅チャレンジ』
という活動がありました。定光寺から始まって、北海
道から九州まで７カ寺のお寺で巡回して本山と結ん
で、座禅をユーチューブで配信をさせていただきまし
た。その集大成が、５月 12日日曜日、午後１時から
定光寺で行われます。これは、日本の７カ寺だけでは
なくて、 ハワイ・アメリカ・パラグアイ・ヨーロッパ
とそれぞれのお寺で、本山とユーチューブで結ばれて
同時座禅が世界禅チャレンジの集大成でございます。
また座禅をしたい方はぜひお越しいただいて、いろい
ろな座禅についてのお話がありま
す。偉いお坊さんもお話されると思います。また、脳
神経外科の学者の方もゲストでお話されるという有意
義な企画ですから、ひとりでも多く定光寺いらして下
さい。無料でございます。お土産はあるか分かりませ
んけど、ご案内させていただきます。よろしくお願い
いたします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　こんばんは、親睦
活動委員会委員長の
濱口です。今日は大
勢の会員の皆さまに
ご参加いただきまし
て誠にありがとうご
ざいます。

　それでは、本日のプログラム・新入会員歓迎例会を
開催させていただきます。本例会ですけれども、5名
の新入会員の方にご参加をいただいております。まだ、
顔と名前が一致されていない方もいらっしゃると思い
ますが、本例会をとおして積極的に新入会員の皆さま
にお声掛けいただければ幸いと思います。テーブルに
各１名の新入会員の方にお座りをいただいております
のでコミュニケーションをとっていただければ幸いと
思います。
　早速ですが、開会のご挨拶をいただきたいと思いま
す。開会のご挨拶をクラブ研修委員会・滝越康雄君よ
り賜りたいと思います。
滝越君、よろしくお願いいたします。

開会のご挨拶　クラブ研修委員会・滝越康雄君
　こんばんは。今回の新入会員歓迎会は研修委員会と
親睦活動委員会のジョイントの例会です。

本来であれば研修委
員長の挨拶となりま
すが、本日は舟木研
修委員長がパスポー
トを胸に少し遠い所
に行きました。時差
が 12時間もある所
に行っておりますので、夕べも文句を言いたいので携
帯を鳴らしたのですが全然出ません。また、杉村パス
ト会長、杉村委員も多忙ということで情報集会の打合
せだけを行って終わりました。結果をみると、何も知
らない私が今日の立場でご挨拶させていただきます。
　今年は、元旦から激しいニュースばかりで暗い雰囲
気でおりましたが、４月１日からガラリと変わりまし
た。まずは、皇室の愛子さんの就職とテレビを見てい
たら笑点の新入りの方、特に皇室の愛子さんにおいて
は心に癒しをもたらしてくれています。私はスマホが
好きですけれども、愛子さんと大谷ばかりを見ていま
す。明るい傾向でいいことだと思っています。
　ロータリークラブは５名の新入会員の方が入ってお
られますけれども、とてもフレッシュな新しい空気を
持ち込んでくださって、逆に、古いメンバーが新入会
員からオーラをもらう気持ちで一緒に手伝ってやって
行きたいと思います。
親睦と奉仕がロータリーのテーマですけれども、奉仕
は奉仕の事業としてありますけれど、親睦として私は
コツがあるような気がしています。こういう場で知っ
ている人はいいけれども、心から話せる人はそんなに
すぐできるとは思わないので、誰か一人をお互いに隣
り合わせの人を見つけていただいて、続けてご出席い
ただければと思います。
　そういうことで、今日の新入会員歓迎会を楽しんで
いきたいと思います。
　
乾杯のご発声　吉田　秀俊パスト会長
　皆さん、こんばん
は。こういう場を与
えていただきまして
ありがとうございま
す。
　今日の例会では、
新入会員でまだ入っ
て間もない方もいれば、既に馴染まれていてロータ
リーライフをエンジョイされている方もいると思いま
すけれど、改めて、今回のご入会を心から歓迎申し上
げます。
　皆さんは入会時に、「歴史と伝統のある釧路ロータ
リークラブに入会させていただきました。ありがとう
ございます」という言葉をスポンサーや研修委員から
レクチャ―されたと思いますけれど、私たちにとりま

しては新しいメンバーが入るたびに、「ようこそ釧路
クラブに入っていただきました」という感謝の気持ち
を抱いております。
　皆さんご承知のように、釧路クラブは創立以来 87
年という長い歴史を有しております。ローターアクト
クラブとか衛星クラブの会員を除きますと、2500 地
区内では最高の会員数を誇っております。加えまして、
当クラブから過去に４名のガバナーを輩出しています
ので、2500 地区におきましてはリーダー的な存在の
クラブです。
　釧路クラブは 87年という長い歴史の中で、先般、
亡くなられた清水パストガバナー、泉パスト会長、川
合パスト会長などの先輩を含め多くの先輩が築き上げ
てきた伝統と歴史でございます。それがいま、引き継
がれています。これから迎える 90周年、100 周年は
皆さんとともにこれからの釧路クラブの歴史を刻んで
行かなければならないと思っています。
　このようなことを胸のどこかに置きまして、釧路ク
ラブがより良いクラブになりますように皆さまと一緒
に作り上げて行きたいと思います。
　今日の例会は、クラブ研修委員会と親睦活動委員会
が共催でいろいろなアトラクションを考えておりま
す。短い時間ではありますけれど、今日のひと時を楽
しんでいただければと思います。
　最後になりましたけれど、釧路クラブの益々の繁栄
と皆さまのご活躍を祈念して、改めて乾杯をさせてい
ただきますのでよろしくお願いいたします。
　今日は思いっきり楽しんでください。
　「乾杯」
　ありがとうございました。

自己ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　それでは、本日ご出席いただいております５名の新
入会員のお一人お一人から自己ＰＲを含めた自己紹介
をお願いいたします。お名前をお呼びしますのでス
テージにご登壇をお願いいたします。なお、お一人３
分を限度にお話しいただければと思います。
それではお一人目、残間巌君、お願いします。

新入会員　残間　　巌君
　皆さん、こんばん
は。２月に入会させ
ていただきました残
間と申します。よろ
しくお願いいたしま
す。
　仕事は、釧路町で
残間金属工業という会社をやっておりまして、仕事の
中身は建築鉄骨を中心にいろいろな金物や鉄関係の物

を作っている会社です。同業者はいま日本に 2700 社
くらいあります。それぞれが地域で活動しているので
すが、実は私は、札幌にも同じような会社があって、
その会社と兼務でして釧路と札幌を行ったり来たりの
生活を５年くらい続けております。
　札幌と釧路の違い、札幌はいろいろな会社があるの
で分業制が発達していて、自分の範囲内のことしかや
らないのですが、釧路は田舎ですから１社で全部を賄
わないといけないので、ウチはなんでもやるのです。
例えば、小学校の給食センターさんは今の次期は春休
みなので給食を運ぶトレイを修理したり、「エクステ
リアの塀がもげたので溶接で直してください」にも対
応しています。同じような業態で、札幌でこれをやっ
ている所はなかなかないと思います。いい意味で小回
りが利いて何でもやる、ということでやらせていただ
いております。
　その流れで、早速、樋口副会長から「点鐘の鐘が調
子悪い。見てくれ」と。樋口副会長は私の高校の１期
上の先輩なのです。私も体育会系だったものですから、
先輩に言われたら「はい」か「イエス」しかないので
すけれど、見たら確かに持っている所がひび割れして
いるのです。後藤会長からも伺いました。非常に貴重
な物で、北海道に５個くらいしかないと。戦前からあっ
て、そのうちの何個かは戦争で取られた。残っている
のは貴重な物。（会場から発言）はい、ということだ
そうです。それを「なんでもできるのだろう。ちょっ
と直してくれ」と言われました。これはさすがに、先
輩と言っても簡単に「はい」とは言えないものです。
伝統のあるロータリークラブの鐘なので、十分精査し
たうえで、修理できるかどうかの判断を考えたいと思
います。
　ということで、いろいろやっていますので、あんな
こと、こんなことどうだろうと仕事でもそうですし、
仕事以外では私は若輩者ですから皆さんにご相談する
ことが多いかと思いますけど、ぜひ仲よくしていただ
きたいと思います。
　新人という立場でこのような場に立たせていただく
のはホントに久し振りで、先日、某青年部の卒業例会
を無事に後輩たちが設えてくれました。（そろそろ時
間です）
　はい、頑張って出席します。よろしくお願いいたし
ます。

新入会員　田向　隆之君
　こんばんは。濱口委員長に縁をいただきまして２月
に入会いたました田向隆之と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。
　僕は、釧路市内で父が創業しました冷凍空調設備の
工事、設計から施工・保守を一手に引き受けて行う会
社を、まだ継いではいないですけれど事業承継に向け

ていま段取りをして
いるところです。
　近年、冷凍設備は
特殊な分野ではあり
ますがエアコンが台
頭して、特にエアコ
ンの設計と施工の話

をいただくことが多くて、この度の決算では過去最高
の数字を出せるのではないかというところで、だいぶ
忙しくさせていただいております。
　僕らの良さは、「直せる」ところから安心をいただ
いて仕事につなげているところがいいのかなと考え
て、分析しております。
　話は変わりまして、２月は逃げる、３月は去るなど
と言いますけれど、じゃ４月はなんなのかと考えた時
に、４月は知るというのはどうかと思っています。こ
の一年間、大地震で幕開けして、皆さん、目が覚める
ような１月１日を過ごされたことと思いますけど、先
日の台湾地震もそうですし、このような困難にも打ち
勝ちながら、どういうことが自分にできるかを知る、
スタートという意味で「知る」という言葉がいいと最
近は思っています。
　このようにロータリークラブに縁をいただきまし
て、歴史と伝統のある釧路ロータリークラブで入会前
に「『歴史と伝統のある』という主部を付けて話して
ください」と先輩にお話をいただいたとおり、調べる
と、その歴史はすごいものだと感じて、すごい所に入
れさせていただいたというのが正直なところです。
自分に何ができるかを探しながら、皆さんとの交流を
通じて自分を磨くひとつの場所にしたいと考えており
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あ
りがとうございます。

新入会員　　原　　智則君
　皆さん、こんばん
は。株式会社ニッセ
ン産業という会社を
やっております原智
則と申します。
　会社は、牧草ロー
ルを買い取る仕事を

しています。すごくマニヤックな仕事ですが、酪農家
さんでは欠かせない、大手ではやりにくい仕事という
か、手の回らないところの隙間産業なのかと思ってい
ます。それを少しずつですが広げて行くことをやって
おります。
　生まれは静内です。今の新ひだか町で、そこに２歳
までいて、ほとんど育ちは十勝です。釧路に来たのは
2004 年で、もう 20年になって第一の故郷と感じて
います。来た当時は全然知り合いもいない所で、わか

らない、いまだに釧路に詳しい人ではないと思ってい
ます。2009 年に青年会議所に入って、そこで今日い
らっしゃる皆さんともお付き合いをさせていただくよ
うになりました。
　会社が創業したのは 2007 年にスタートして、17
年になるのです。いま改めて、結構やって来たなと思
いますけれども、まだまだ志半ばです。皆さまには追
い付くところでもないのですが、とても厳しい中でも
このように経営の先輩の方に教えていただく場が絶対
自分には必要だと思っています。何年か前よりだんだ
ん社長らしくなくなっているくらい、プレーヤーのよ
うな仕事をしているのですが、こういう時だからこそ、
このような皆さんと交流をとおして自分磨きと振り返
りの場所を持って行きたいと思っております。
　ニッセン産業の原と申します。これからどうぞよろ
しくお願いいたします。

新入会員　　日亘理　一哉君
皆さま、お疲れさま
です。日亘理です。
よろしくお願いいた
します。
大地みらい信用金庫
の日亘理ではござい
ません。株式会社イ

ンテリジェンス・モールの代表取締役の日亘理と申し
ます。やはり、代表取締役っていいですね。（笑い）
前職では理事長にはなれませんでしたが、やはり一国
一城の主はやっぱり気持ちがいいです。また、皆さん
の経営者の仲間入りをさせていただきました。まぁ、
ヒヨッコですから、企業には浮き沈みがあると思いま
すので、そういう時に力になっていただければ心強い
と思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほどをよろし
くお願いいたします。
自分の会社のＰＲというよりも、自分の経歴です。私
は根室の出身です。この前、日銀の田村支店長の『番
茶の味』で根室のジャズの話を書いてくれていました
が、ジャズの街ということで有名な街です。ぜひ根室
に皆さんに来ていただきたいのです。
私はジャズではなく、アコーステックギターが好きで、
ギターを弾いてハーモニカ吹いて、長渕剛を歌うのが。
池田さんもきっと聞いたことあると思います。田坂さ
んも聞いたことあると思います。結構うまいのですよ
ね。余興同好会の時のホントに「司会もやってくれ」
みたいな感じで、前職でやっていたのですけれど。
そのくらい長渕剛が好きでやっていたのですが、10
年くらい前のＪＣの卒業年度の年に、長渕剛の歌は好
きなのですけれど大嫌いになった歌があります。『Ｊ
ＥＥＰ』という歌です。
長渕剛の、ＪＥＥＰを聞いたことありますか。大好き

だったのが大嫌いになったのです。理由としては、あ
る団体の会合で飲み会になると何十曲もそのＪＥＥＰ
が入って、ＪＥＥＰを１曲歌ってイッキですね。「ソイ
ヤ、ウー」「ソイヤ、ウー」という掛け声が入って、
それが歌い終わるともう１曲が入って、それが 10曲
以上入るのです。それがその日だけではなく、来る日
も来る日もそういう会合が続いて、それがトラウマで
す。八幡君も笑っていますが、絶対知っている。その
ようにいじられてやっていた団体もあったのです。
この釧路ロータリークラブにおいては、そういうこと
はないと思いますので、皆さんと楽しくやって行けれ
ばと思っております。
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

新入会員　　古屋　大輔君
　釧路スイミング
クラブの古屋大輔
と申します。よろ
しくお願いいたし
ます。
　本日は夜間例会
に初めて参加させ
ていただきました。と言いましてもこの会は２回目で
すけれども、３月末に入会させていただきまして、本
日は新入会員歓迎会ということでこのような会を開い
ていただきましてありがとうございます。
　自己紹介をさせていただきますと、1981 年生まれ
の 43歳です。この中では小学校一年生くらいの感じ
になっているかなと思うのですが、妻と息子が１人お
ります。妻は北大通にある岡野絹物店で着付け師とし
て仕事をしております。息子は３・４日前に小学校に
入学したばかりです。ようやく手が離れてきたかなと
思っております。
　仕事のほうですが、釧路スイミングクラブ・アクア
トピアに勤務しております。スイミング、筋肉トレー
ニング、自転車のプログラムとか格闘技系のプログラ
ムとかを行って、大人の方に教えています。
　今後の抱負ですが、この会をとおして皆さんに勉強
させていただきたいのがひとつ。あと、今日はこの後
に大喜利がありますので、大喜利を頑張ってやって行
きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

中締めのご挨拶　　髙橋　直人会長エレクト
　高い席からでござ
いますが、ご指名で
すので中締めのご挨
拶をさせていただき
ます。
　本日は新入会員歓
迎会を親睦委員会の
皆さまの設えで、新入会員の皆さまもいい知り合いに
なったのではないかと思います。
新入会員の皆さまは、毎週木曜日に昼例会がありまし
て、夜の例会も１カ月に１回あります。これはやはり、
出席してロータリーの仲間を作って行かなければなら
ないので、出席は義務ではなく、権利だと思って毎週
出席していただければと思います。
　それでは、ご起立いただきまして一本締めで締めた
いと思います。
新入会員の益々のこれからのご発展と、今日ご出席の
皆さまのご健勝を願って一本で締めたいと思います。
（一本締め）
ありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■亘理　一哉君　代表取締役に就任しました、今後ともご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

今年度累計　　432,000 円　　
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